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【トヨタ車体】 第４２回東京モーターショーに 

超小型ＥＶの次世代コンセプトカーを含む６台を出展 

 

 トヨタ車体株式会社（本社：刈谷市一里山町 取締役社長：網岡卓二）は、１２月３日（土）

から１２月１１日（日）まで東京ビッグサイト(東京都江東区)で一般公開される第４２回 

東京モーターショーに出展します。 

 

「人に地球にやさしいクルマ」をテーマに、環境への配慮はもちろん、自由に移動する喜び、

使う楽しさ・快適さを具現化したクルマ、計６台を出展。トヨタの特装・福祉車両に加え、

超小型ＥＶの次世代コンセプトカーを初出展します。 

 

【出展車両】（詳細は別紙参照） 

 １．超小型ＥＶ コムス コンセプト 

   （P・com、B・com） 

 

 

 ２．ヴェルファイア 

   サイドリフトアップシート車(脱着タイプ)電動式 

 

 

 

 ３．プリウス 

   フレンドマチック取付用専用車タイプⅣ 

P・com B・com 

   (ウェルキャリー付) 

 

 

 ４．ハイエース 

   福祉タクシー仕様車タイプⅡ 

 

 

 ５．ハイエース 

   特別架装 

両側ｽﾗｲﾄﾞﾄﾞｱ、 

ﾛﾝｸﾞｽﾗｲﾄﾞｼｰﾄ仕様 
 

 

 

 

以上 

 
 

 

 



［別紙］ 

 

【出展車両の概要】 

１．超小型電気自動車コムス コンセプト（P・com、B・com） 

・パーソナルユース仕様の P・com とビジネスユース仕様の B・com を出展。斬新な 

 フォルムのエクステリアと未来を感じさせるインテリアを備え、コンパクトなボディ 

 と電気モーターによる滑らかな加速により、快適なドライブを実現しています。 

 家庭用 100 ボルト電源で充電でき、手軽さと優れた経済性を備えた環境にやさしい 

 クルマです。 

 

２．ヴェルファイア サイドリフトアップシート車(脱着タイプ)電動式 

・セカンドシートが電動で回転し、車外へスライドダウンさせることができる福祉車両。 

 セカンドシートは脱着でき、そのまま電動式の車いすとしてご利用できます。 

 

３．プリウス フレンドマチック取付用専用車タイプⅣ(ウェルキャリー付) 

・車いすの方が自分で運転して出かけられる福祉車両。車いすは電動でルーフ上の 

 ボックスに格納することができ、運転席は車いすからの移乗をスムーズにする新型 

 パワーシートや、操作力をより軽減した専用パワーステアリングを備えています。 

 

４．ハイエース福祉タクシー仕様車タイプⅡ 

・市町村でのコミュニティバス（地域巡回バス）や福祉施設・病院の送迎車等として利用 

 されている乗り合いタイプの福祉タクシー仕様車。国土交通省のバリアフリー対応乗り 

 合いタクシーのガイドラインに適合しています。車両後部にはリフトを備え、車いすに 

 乗ったまま乗り降りできます。 

 

５．ハイエース特別架装 

・快適さとゆとりを求め架装したトヨタ車体オリジナルのハイエース。２列目・３列目に 

 最大 800 ㎜ものスライドが可能なリラックスできるシートを採用。 

 両側スライドドアにより左右どちらからでも乗り降りができます。 

 

 

車名 全長(㎜) 全幅(㎜) 全高(㎜) 乗車定員(人)

ｺﾑｽ ｺﾝｾﾌﾟﾄ 2,400 1,095 1,465 １ 

ｳﾞｪﾙﾌｧｲｱ ｻｲﾄﾞﾘﾌﾄｱｯﾌﾟｼｰﾄ車 

(脱着ﾀｲﾌﾟ)電動式 
4,870 1,830 1,905 7 

ﾌﾟﾘｳｽ ﾌﾚﾝﾄﾞﾏﾁｯｸ取付用 

専用車ﾀｲﾌﾟⅣ(ｳｪﾙｷｬﾘｰ付) 
4,480 1,745 2,025 5 

ﾊｲｴｰｽ福祉ﾀｸｼｰ仕様車ﾀｲﾌﾟⅡ 5,380 1,880 2,280 10 

ﾊｲｴｰｽ特別架装 4,840 1,880 2,105 10 

 

以上 


